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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年6月14日(2012.6.14)

【公表番号】特表2007-505894(P2007-505894A)
【公表日】平成19年3月15日(2007.3.15)
【年通号数】公開・登録公報2007-010
【出願番号】特願2006-526810(P2006-526810)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ   9/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/36     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   9/28    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/36    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/32    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年4月12日(2012.4.12)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上の面を有する被覆された錠剤の形態である経口薬送達システムであって、
　（ａ）有効成分組成物層と膨潤性組成物層とを含む核、及び
　（ｂ）その核を囲む不完全剤皮を有しており、
　前記有効成分組成物層は、少なくとも１つの有効成分および製薬上許容可能な放出速度
制御賦形剤を含み、
　前記膨潤性組成物層は、前記膨潤性賦形剤、ガス生成剤およびこれらの混合物からなる
群から選択される膨潤剤を含み、該膨潤剤は、前記剤皮を破裂させるのに十分な量で存在
し、その量は、前記膨潤性組成物の０．５～９５重量％の量であり、前記膨潤性組成物層
は、前記剤皮の予め選択された部分のごく近傍に位置し、前記有効成分組成物層は、前記
剤皮の別の部分の近傍に位置し、
　前記不完全剤皮は、以下のｉおよびiiからなる群より選ばれる剤皮であり、
　　ｉ．浸出可能な成分を含む剤皮であって、水性環境との接触によって前記剤皮の前記
浸出可能な成分が浸出することにより、不完全性を瞬時に発生させる剤皮
　　ii．前記剤皮の予め選択された部分に以下のａおよびｂからなる群より選ばれる不完
全性を含む剤皮
　　　ａ．レーザーでの開孔による１つ以上の通路、および
　　　ｂ．前記剤皮の外側から始まりその剤皮の途中まで侵入するくぼみ、裂け目、切れ
目、および溶蝕
　前記不完全剤皮は、水性環境との接触により、前記錠剤の前記膨潤性組成物層のごく近
傍にある１つ以上の予め選択された面から、完全に、確実に除去され、かつ、前記面のう
ち少なくとも１つの面からは前記剤皮が除去されない経口薬送達システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の経口薬送達システムであって、前記剤皮が、前記有効成分組成物に対
して不透過性を有する経口薬送達システム。
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【請求項３】
　請求項１に記載の経口薬送達システムであって、前記剤皮が、半透過性を有する経口薬
送達システム。
【請求項４】
　請求項１に記載の経口薬送達システムであって、前記有効成分組成物は１つ以上の層と
して存在し、かつ、前記膨潤性組成物は１つ以上の層として存在する経口薬送達システム
。
【請求項５】
　請求項４に記載の経口薬送達システムであって、異なる層に存在する前記有効成分が同
一であっても異なっていてもよい経口薬送達システム。
【請求項６】
　請求項１に記載の経口薬送達システムであって、前記有効成分組成物は制御放出組成物
である経口薬送達システム。
【請求項７】
　請求項４に記載の経口薬送達システムであって、第２の有効成分組成物を含んでおり、
上記有効成分組成物は、急速放出組成物であり、第２の有効成分組成物は、第１の有効成
分組成物と同一の有効成分を含む制御放出組成物である経口薬送達システム。
【請求項８】
　請求項１に記載の経口薬送達システムであって、前記膨潤性組成物は吸い上げ剤を含む
経口薬送達システム。
【請求項９】
　請求項１に記載の経口薬送達システムであって、前記膨潤性組成物は浸透剤を含む経口
薬送達システム。
【請求項１０】
　請求項１に記載の経口薬送達システムであって、前記核が前記水性環境と接触した時点
から６０分以内に前記有効成分の放出が開始される経口薬送達システム。
【請求項１１】
　請求項１に記載の経口薬送達システムであって、ｐＨ依存型ポリマーの外側剤皮をさら
に有する経口薬送達システム。
【請求項１２】
　請求項１に記載の経口薬送達システムであって、前記の被覆された錠剤は、埋め込み型
錠剤であり、該埋め込み型錠剤において前記膨潤性組成物が埋め込みの形態をなす経口薬
送達システム。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
　この不完全性は、剤皮の外側から始まりその剤皮の途中まで侵入し、または剤皮の内側
まで完全に貫通して通路を形成するくぼみ、裂け目、切れ目、または溶蝕などの明らかな
不良という形態をとる場合もある。核は、予め選択された面の周辺に、膨潤性組成物また
は反応性組成物を用いて設計されてもよい。
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